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自作の紹介と、本学のテキスタイル教育、大

学と有松絞り産地との産学連携プロジェクト

の講演を行う。

国際会議での講義

2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 □有 ■無

授業科ロ デザイン実技 I F32/素 材体験

□前期  ◆後期

教材 資`料等の概要工夫の概要

1年生ファウンデーションクラフト系課

題として、この授業は位置づけられる。

自分の身のまわりにある廃品を30種類

以上収集 し、その素材を使って造形物

(立体・半立体・平面)を制作する。手

を動かしながら、素材固有の触感、重さ、

固さを感じ取りながら、素材同士を組み

合わせる。自分のイメージにあわせて素

材を組み合わせるのではなく、最初に素

材を集めそれを組み合わせながらイメージ

をつ くるという素材体験の重要な考え

方を示した。どんな素材に興味をひかれ

るのかを自分で認識するために、素材収

集を行ない、その客観化を促した。授業

の最終日には、各学生がつくった 3作品

を全員で鑑賞し、素材体験の面白さに気

付くことに焦点を合わせた授業にした。

学生が収集してきた廃品 (素材)と 学生

が制作 した 3作品を教材とする。

授業科ロ デザイン実技I(繊維素材)

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

学生が収集 したテキスタイルだと思う

50種類の素材。学生が栽培する綿の木。

紙漉きの材料、用具。フエルトの材料、

用具。

テキスタイルデザインコース最初に受

講する実技授業。通常テキスタイル分野

の実技は、糸 (織 り)や布 (柴め)か ら

始まり、また材料学は座学の場合がほと

んどである。しかし、糸や布以前の状態

である繊維素材の特質を学生が理解す

ることがテキスタイル教育の根幹であ

るという考えから、最初に「イナス維素材」

を実技で学ぶカリキュラムにした。ま

た、素材に実際に触れるだけにとどまら

ず、照明 (植物繊維による紙漉き)や

テイーコゼ (ヨノう物繊維によるフエル ト)

の制作を通して、より深 く素材の特質の

理解を促した。

(111)



名古屋芸術大学研究紀要 34巻 (2013)

授業科ロ デザイン演習Ⅱ (プ リント)

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

プリントの技術の特徴と、テキスタイル

デザイナーに必要なスキルである柄の

リピー トの付け方の理解を促 した。ま

た、出来上がったプリント生地を縫製に

出して雑貨 (ク ッション座椅子)の形に

することにより、用途に応じた柄、配色、

生地の種類などの理解を促した。プリン

トの実習に加えて、染色分野で不可欠な

知識である「染料 と被染物の組み合わ

せ」の理解を促すために、色見本製作を

行なった。柄のテーマは「伝統模様のリ

デザイン」とし、伝続模様をリサーチ、

3柄 をリデザインし、最終的には 1柄 を

シルクスクリーンに製版、2配色で布に

ブリントした。また、「伝統模様のリデ

ザイン」を各自冊子にまとめることによ

り、柄のデザインプロセスに対しての理

解を促 した。

シルクスクリーンプリントの材料、用

具。伝統模様の資料

授業科ロ デザイン演習Ⅲ (産業テキスタイル)

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料年の概要

2年前期～3年前期までの基礎授業では、

自分がデザインした布を自分で制作す

ることにより、テキスタイルの素材や技

術を学んできた。しかし、事業後の職と

なるテキスタイルデザイナーは布のプ

ロダクトデザイナーであり、工場で生産

することが大きな違いである。この授業

では、産業テキスタイルの第一人者や、

世界各地でテキスタイルと関わつてい

る専門家を特別講師として招聘し、講義

聴講、また、テキスタイルエ場や展示会

の見学を行なう。実社会の現況を知るこ

とから学生の視野を広げ、2年～ 3年テ

キスタイル基礎、4年での自由制作、そ

して卒業後の仕事をつなぐ役割を持つ。

学生が産業テキスタイルの専門家の話

を聞き、産業の現場に身を置くこと自体

を教材とする。

特別講義

「アパレルテキスタイル」テキスタイル

キューブ主催 喜多正子先生

「インテリアテキスタイル」シンコー株

式会社デザイナー 渡部まさみ先生

「デザイナーが地場産業に関わ り、そ

れを地元の学生が担う意義」SOUSOU
デイレクター 若林剛之先生

「ジャパン テキスタイル」テキスタイ

ルデザイナー 梶原加奈子先生

見学

フエル ト帽子工場 森安

帽子縫製工場 ワールドハット

ジヤガード織工場 ワイズテキスタイル

有松・板締め絞り工場 張正

有松・染色工場 久野染工

インテリアテキスタイル展示会 シン

コー株式会社
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